
○
は
じ
め
に

拙
稿
は
『
外
村
繁
書
誌
稿
』
（
五
個
荘
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
・
七
）

刊
行
後
、
現
在
ま
で
に
調
査
し
た
、
同
書
の
「
補
遺
」
で
あ
る
。
な
お
今
後

は
継
続
し
て
「
補
遺
」
の
文
責
を
、
全
て
執
筆
者
が
担
う
こ
と
を
明
記
す
る
。

内
容
は
「
書
目
補
遺
」
「
著
述
年
表
補
遺
」
「
著
述
年
表
再
録
」
に
わ
け
、

立
国
会
図
書
館
、
五
個
荘
町
立
図
書
館
、
小
山
諄
積
、
佐
々
木
史
、
佐
藤
美

恵
子
、
杉
並
区
立
中
央
図
書
館
、
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
教
育
広
報
局
、
田
中
良
彦
、

詳
で
あ
っ
た
が
、
あ
ら
た
に
判
明
し
た
場
合
も
加
え
た
）
。
「
参
考
文
献
補

遺
」
「
参
考
文
献
再
録
」
は
、
紙
数
の
都
合
に
よ
り
今
回
は
割
愛
し
た
。

お
も
な
協
力
者
を
以
下
に
記
し
、
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
（
五
○
音
順

敬
称
略
）
。
あ
き
つ
書
店
店
主
、
阿
部
忠
信
、
川
地
素
崇
、
菊
池
美
保
、
国

前
掲
書
に
準
じ
た
形
式
で
発
行
年
月
日
順
に
記
し
た

外
村
文
象
、
富
澤
文
明
、
新
見
正
彰
、
原
祐
子
、
松
坂
俊
夫
、
三
宅
泰
久
、

立
命
館
大
学
図
書
館
。

今
回
の
調
査
で
は
、
お
も
に
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

〔
報
告
〕『
外
村
繁
臺
冒
誌
稿
』
補
遺
（
一
）

ｌ
書
目
・
著
述
年
表
（
『
友
愛
」
誌
ほ
か
）
篇
Ｉ
ホ
繁

（
前
掲
書
で
は
誌
紙
不

な
お
調
査
は
継
続
中
で
あ
り
、
多
く
の
遺
漏
も
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。

後
と
も
大
方
の
ご
高
教
を
待
ち
望
ん
で
や
ま
な
い
。

○
凡
例

「
構
成
は
、
「
書
目
補
遺
」
「
著
述
年
表
補
遺
」
「
著
述
年
表
再
録
」
と
し
た
。

二
、
「
書
目
補
遺
」
に
は
「
単
行
本
一
部
所
収
」
を
録
し
た
。
書
名
・
発
行
年

月
日
・
編
著
者
名
・
発
行
所
・
判
型
・
製
本
・
外
装
・
定
価
、
ま
た
（
）

内
に
注
記
を
記
し
、
収
載
さ
れ
た
題
目
と
そ
の
頁
数
を
挙
げ
た
。

三
、
「
著
述
年
表
補
遺
」
は
、
「
題
目
」
・
『
誌
紙
』
・
書
名
・
巻
号
数
な
い
し

発
行
所
、
発
行
年
月
日
を
記
し
、
頁
数
、
（
）
内
に
注
記
、
〈
〉
内

・
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
会
編
『
教
育
関
係
雑
誌
目
次
集
成
第
三
期

・
人
間
形
成
と
教
育
編
第
十
五
巻
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
三
・
一
）

・
小
林
修
「
雑
誌
『
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
』
細
目
」
『
歌
子
』
創
刊
号
（
実

践
女
子
短
期
大
学
、
平
成
五
・
三
）

猪
熊
雄
治
「
文
芸
誌
「
旗
』
の
紹
介

外

」
気
宇
苑
』
七
一
六
号

村

（
平
成
十
二
。
｜
）

と
思
わ
れ
る
。
今

彰

六
八



○
緯
目
補
遺
単
行
本
一
部
所
収
（
序
跳
を
除
く
）

９

．
小
説
年
鑑
Ⅲ
弘
年
４
１
６
月
昭
和
二
十
四
年
十
一
一
月
十
日
豊
島
与

１

志
雄
ほ
か
編
八
雲
書
店
Ｂ
６
判
一
一
五
一
一
頁
並
製
カ
ヴ
ァ
定

価
百
七
十
円

夢
幻
泡
影
一
五
七
’
七
八
責

（
再
録
初
出
は
『
文
芸
春
秋
』
昭
和
二
十
四
・
四
）

・
川
昭
和
三
十
五
年
九
月
十
七
日
井
上
靖
編
有
紀
書
房
Ｂ
５
判
変

型
二
二
五
頁
角
背
上
製
画
帯
定
価
五
百
八
十
円

最
上
川
（
抄
）
七
五
’
八
○
頁

く
り
返
し
符
号
は
前
の
字
を
重
ね
て
記
し
た
。
傍
点
。
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
弓
二
を
付
し
た
。

八
、
雑
誌
の
発
行
所
は
適
宜
（
）
内
に
記
載
し
た
。
巻
号
数
の
「
第
」
は

省
略
し
た
。
な
お
巻
号
、
頁
、
面
、
版
数
は
漢
数
字
で
統
一
し
「
、
」
な

ら
二
○
」
の
形
で
表
記
し
た
。

九
、
小
説
（
創
作
）
と
し
て
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
題
目
に
は
、
末
尾
に
ロ

ー
マ
字
表
記
の
「
ｓ
」
を
付
し
た
（
連
載
は
初
回
の
み
）
。

七
、
・
表
記
は
人
名
な
ど
一
部
を
除
き
旧
漢
字
は
新
字
と
し
、

に
再
録
を
記
し
た
。

四
、
「
著
述
年
表
再
録
」
は
右
記
に
準
じ
、
（
）
内
に
初
出
を
注
記
し
た
。

五
、
表
題
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
適
宜
加
除
を
行
な
っ
た
。
目
次
・
記
事
欄

の
記
述
も
用
い
た
。

六
、
不
詳
・
末
見
の
文
献
に
は
そ
の
旨
を
記
し
、
＊
印
を
付
し
た
。

『
外
村
繁
書
誌
積
』
補
遺
（
二

「
々
」
以
外
の

（
再
録
初
出
は
『
文
芸
』
昭
和
二
十
五
・
二
）

・
薔
薇
盗
人
鵜
の
物
語
雨
の
日
文
庫
第
５
集
昭
昭
和
四
十
四
年
五
月

二
十
日
阿
部
知
一
一
ほ
か
監
修
麥
書
房
Ａ
５
判
五
八
頁
並
製

定
価
二
千
五
百
円
（
第
５
集
二
十
一
冊
分
）

鵜
の
物
語
一
五
’
五
八
頁

（
再
録
初
出
は
『
麟
麟
』
昭
和
八
。
九
未
見
＊
）

．
ふ
る
さ
と
文
学
館
第
七
巻
山
形
平
成
六
年
七
月
十
五
日
工
藤
英
寿
編

ぎ
よ
う
せ
い
Ａ
５
判
六
六
三
頁
丸
背
上
製
函
帯
定
価
六

千
円最
上
川
九
’
二
九
頁

（
再
録
初
出
は
『
文
芸
』
昭
和
二
十
五
・
二
）

・
梶
井
基
次
郎
全
集
別
巻
平
成
十
二
年
九
月
二
十
五
日
鈴
木
貞
美
編

筑
摩
書
房
Ａ
５
判
六
七
四
頁
丸
背
上
製
函
帯
定
価
七
千

二
百
円

梶
井
蕊
次
郎
に
就
い
て
六
二
’
六
三
頁

梶
井
蘂
次
郎
の
覚
書
一
一
一
六
三
’
六
五
頁

『
青
空
』
の
こ
と
な
ど
七
三
’
七
四
頁

梶
井
基
次
郎
の
こ
と
七
四
’
七
七
頁

十
一
月
三
日
七
七
’
七
八
頁

中
谷
、
梶
井
の
こ
と
二
三
○
’
二
三
一
貢

梶
井
の
『
過
古
』
に
つ
い
て
二
三
一
’
二
三
二
頁

梶
井
を
描
く
二
三
三
’
二
三
四
頁

座
談
会
梶
井
基
次
郎
の
思
い
出
三
五
○
’
三
六
七
蘆

六
九



○
著
述
年
表
補
遺

。
「
亜
の
回
想
」
『
亜
』
三
五
号
、
昭
和
二
・
十
二
・
一
頁
数
な
し
（
ア

ン
ケ
ー
ト
）

。
「
愛
の
書
」
『
自
由
』
一
巻
一
号
（
自
由
社
）
、
昭
和
十
二
・
一
・
一
一
六
七

’
’
八
五
頁
（
昭
和
十
一
・
十
一
・
二
十
五
脱
稿
）
ｓ

。
「
生
活
の
決
意
」
『
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
』
一
巻
二
号
（
近
代
書
房
）
、
昭
和

十
一
一
・
四
・
’
二
○
頁
〈
「
生
活
の
決
意
三
」
と
し
て
『
日
本
の
土
』
〉

・
題
不
詳
『
詩
原
』
一
巻
四
号
（
赤
塚
書
房
）
、
昭
和
十
五
・
月
不
詳
未
見
＊

。
「
小
さ
い
者
」
『
文
学
通
信
』
二
号
（
ぐ
ろ
り
あ
そ
さ
え
て
）
、
昭
和
十
六
・

二
・
十
五
四
’
五
頁
（
十
五
年
十
二
月
脱
稿
）
〈
『
日
本
の
士
』
〉

．
「
古
戦
史
物
語
屋
島
の
会
戦
」
『
陸
軍
画
報
』
九
巻
一
○
号
、
昭
和
十

六
・
十
・
’
八
。
’
九
○
頁
〈
『
日
本
合
戦
史
話
』
〉

。
「
扇
の
的
」
『
少
年
倶
楽
部
』
二
八
巻
一
二
号
、
昭
和
十
六
・
十
二
・
一

一
二
六
’
’
三
一
頁

。
「
花
の
若
武
者
」
『
少
年
倶
楽
部
』
二
九
巻
一
号
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談

社
）
、
昭
和
十
七
二
・
’
’
五
四
１
頁
不
詳
未
鳧
轤

（
再
録

『
文
学
集
団
』
昭
和
二
十
四
・
八
／
『
創
元
』
昭
和
十
六
・
九
／
「
ド

ン
グ
リ
日
記
」
『
文
学
界
』
昭
和
二
十
九
・
十
一
／
『
青
空
』
大
正
十

四
・
十
一
／
『
青
空
』
大
正
十
五
・
三
／
『
青
空
』
大
正
十
五
・
六
／

『
檸
檬
通
信
梶
井
基
次
郎
全
集
』
第
一
、
第
二
巻
月
報
昭
和
三
十

四
・
二
、
五
）

初
出
は
順
に
『
評
論
』
昭
和
十
・
八
／
『
錯
綜
』
初
出
不
詳
／

■

十
七
・
月
不
詳
未
見
＊

。
「
最
近
の
愛
読
書
」
『
文
芸
汎
論
』
一
二
巻
九
号
、
昭
和
十
七
・
九
・

四
一
頁
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

。
「
二
つ
の
御
楯
」
『
少
年
倶
楽
部
』
二
九
巻
九
号
、
昭
和
十
七
・
九
・

’
○
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
五
頁

Ｐ

昭
和
十
七
・
四
。
’
’
三

．
「
河
内
の
宿
」
『
少
女
倶
楽
部
』

昭
和
十
七
・
四
・
’
八
六
‐

．
「
明
治
の
歌
」
『
科
学
知
識
』

十
七
・
六
・
一
七
○
頁

。
「
選
後
評
」
『
本
格
的
小
説
』
三

昭
和
二
十
二
，
十
一
一
八
’
二
五
頁
ｓ

・
「
青
年
へ
の
期
待
」
『
新
生
日
本
文
学
』
二
巻
九
号
（
新
生
日
本
文
学
社
）
、

昭
和
二
十
二
・
十
二
・
’
三
一
’
三
一
二
頁

■

昭
和
十
七
・
十
・
’
’
’
四
’
’
二
二
蘆

。
「
秋
長
け
て
」
『
新
女
苑
』
六
巻
一
二
号
、
昭
和
十
七
・
十
一
一
・
’
’
○
二

’
’
○
六
頁
ｓ

・
「
春
の
祭
」
『
青
春
』
｜
巻
三
号
（
桃
源
社
）
、
昭
和
二
十
一
・
八
・
’

三
二
’
四
○
蘆
（
同
年
五
月
脱
稿
）
ｓ
〈
『
紅
葉
明
り
」
〉

「
夕
焼
の
歌
」
『
少
女
ク
ラ
ブ
』
二
五
巻
九
号
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
、

「
座
談
会
『
現
代
文
学
の
諸
問
題
』

「
歴
史
あ
る
国
ｌ
河
野
父
子
の
奮
戦
‐
△

「
Ｉ
志
士
吉
田
松
陰
Ｉ
涙
松
の
別
れ
」

八
六
’
九
一
頁

識
」
二
二
巻
六
号

一

一

一

三
巻
六
号
、

二
○
巻
四
号
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
、

、
昭
和
十
七
・
月
不
詳
未
見
＊

『
本
格
的
小
説
』
三
巻
八
号
、
昭
和

二
少
年
倶
楽
部
』
二
九
巻
一
○
号
、

『
少
年
倶
楽
部
』
二
九
巻
四
号
、

二
○
頁（
科
学
知
識
普
及
会
）
、
昭
和

七
○



。
「
月
光
」
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
別
冊
（
巻
号
数
な
し
）
、
昭
和
二
十
一
一
・
十

二
・
十
八
一
’
八
五
頁
ｓ

．
「
早
春
の
迎
酒
」
『
文
化
新
聞
』
九
五
号
、
昭
和
二
十
三
・
二
・
十
｜
四
面

。
「
藤
原
君
と
秋
津
温
泉
」
『
秋
津
温
泉
』
（
藤
原
審
爾
）
大
日
本
雄
弁
会
講

談
社
、
昭
和
二
十
三
・
九
・
三
十
二
二
’
二
一
四
頁

。
「
木
犀
の
咲
く
頃
」
『
文
化
新
聞
』
一
一
一
九
号
、
昭
和
二
十
三
・
十
・
十
一
一
一

二
面
Ｓ
（
｜
、
二
章
）

．
「
木
犀
の
咲
く
頃
」
『
文
化
新
聞
』
一
一
一
一
○
号
、
昭
和
二
十
三
・
十
・
十
四

二
面
（
三
章
）

．
「
夕
空
の
歌
」
『
少
女
ク
ラ
ブ
』
二
六
巻
一
二
号
、
昭
和
二
十
三
・
十
二

二
一
○
’
’
五
頁
ｓ

。
「
や
も
め
日
記
」
『
婦
人
文
庫
』
四
巻
六
号
（
鎌
倉
文
庫
）
、
昭
和
二
十
四

・
六
二
五
八
’
五
九
貫

．
「
淡
雪
（
第
一
回
）
」
『
友
愛
』
二
七
号
（
全
繊
同
盟
友
愛
編
集
部
）
、

昭
和
二
十
五
・
四
・
’
’
○
’
一
人
實
ｓ

。
「
淡
雪
」
（
第
二
回
）
『
友
愛
』
二
八
号
、
昭
和
二
十
五
・
五
・
一

｜
Ｃ
ｌ
’
八
頁

。
「
太
宰
治
の
こ
と
ど
も
」
『
文
化
新
聞
』
号
不
詳
、
昭
和
二
十
五
・
五
・

未
見
＊

。
「
淡
雪
（
第
三
回
）
」
『
友
愛
』
二
九
号
、
昭
和
二
十
五
・
六
・
’

三
八
’
四
六
寳

．
「
淡
雪
（
第
四
回
）
」
『
友
愛
』
三
○
号
、
昭
和
二
十
五
・
七
・
一

一
二
’
二
○
蘆

『
外
村
繁
書
誌
稿
』
補
遺
（
二

。
「
淡
雪
（
第
五
回
）
」
『
友
愛
』
三
一
号
、
昭
和
二
十
五
・
八
・
’

’
六
’
二
四
寳

。
「
淡
雪
（
第
六
回
）
」
『
友
愛
」
一
一
一
二
号
、
昭
和
二
十
五
・
九
・
一

’
四
’
二
二
頁

。
「
淡
雪
（
第
七
回
）
」
『
友
愛
』
三
三
号
、
昭
和
二
十
五
・
十
・
’

二
○
’
二
八
頁

．
「
淡
雪
（
第
八
回
）
」
『
友
愛
』
三
四
号
、
昭
和
二
十
五
・
十
一
・
’

六
’
’
五
頁

。
「
淡
雪
」
（
九
回
）
『
友
愛
』
’
一
一
五
号
、
昭
和
二
十
五
・
十
二
・
’

六
’
’
四
頁

。
「
淡
雪
（
終
回
）
」
『
友
愛
』
三
六
号
、
昭
和
二
十
六
・
｜
・
’

五
一
’
五
九
頁

．
「
白
い
薔
薇
」
『
婦
人
画
報
』
五
五
七
号
、
昭
和
二
十
六
・
二
・
一
’
’
五

’
’
二
二
蘆
（
昭
和
二
十
五
・
十
脱
稿
）
ｓ

。
「
名
士
回
答
あ
な
た
は
ど
ん
な
女
性
が
好
き
で
す
か
」
『
友
愛
』
四
三

号
、
昭
和
二
十
六
・
八
・
’
五
○
頁
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

。
「
故
郷
は
（
第
一
回
）
」
『
友
愛
』
五
一
号
、
昭
和
二
十
七
・
四
・
’

二
三
’
二
九
貢
ｓ

・
「
故
郷
は
（
第
一
一
回
）
」
『
友
愛
』
五
二
号
、
昭
和
二
十
七
・
五
・
一

二
六
’
三
一
一
夏

．
「
故
郷
は
（
第
三
回
）
」
『
友
愛
』
五
一
一
一
号
、
昭
和
二
十
七
・
六
・
’

二
三
’
二
九
頁

．
「
故
郷
は
（
第
四
回
）
」
『
友
愛
』
五
四
号
、
昭
和
二
十
七
・
七
・
一

七



二
三
’
二
九
頁

。
「
故
郷
は
（
第
五
回
）
」
『
友
愛
』
五
五
号
、
昭
和
二
十
七
・
八
・
一

二
三
’
二
九
寳

。
「
故
郷
は
（
第
六
回
）
」
『
友
愛
』
五
六
号
、
昭
和
二
十
七
・
九
・
一

二
八
’
三
四
頁

。
「
故
郷
は
（
第
七
回
）
」
『
友
愛
』
五
七
号
、
昭
和
二
十
七
・
十
・
一

三
二
’
三
八
頁

．
「
故
郷
は
（
第
八
回
）
」
『
友
愛
』
五
八
号
、
昭
和
二
十
七
・
十
一
・
一

三
ｏ
’
三
六
頁

．
「
昔
ぱ
な
し
」
『
読
売
新
聞
（
夕
）
』
二
七
二
六
三
号
、
昭
和
二
十
七
・
十

一
・
一
四
面
四
版
（
四
枚
）
ｓ
〈
「
む
か
し
ば
な
し
」
と
改
題
『
よ

み
う
り
ど
う
わ
皿
」

．
「
故
郷
は
（
第
九
回
）
」
『
友
愛
』
五
九
号
、
昭
和
二
十
七
・
十
二
・
一

二
四
’
三
○
頁

．
「
花
を
求
め
て
三
先
生
に
女
性
の
正
し
い
生
き
方
を
き
く
〔
座
談
会
〕
」

『
友
愛
」
六
○
号
昭
和
二
十
八
・
｜
・
’
二
四
’
三
一
頁
（
橋
田

．
「
故
郷
は
（
第
十
一
回
）
」
『
友
愛
』
六
一
号
、
昭
和
二
十
八
・
二
・

．
「
故
郷
は
（
第
十
二
回
）
」
『
友
愛
』
六
二
号
、
昭
和
二
十
八
・
一
一
一
・

。
「
故
郷
は
（
終
回
）
」
『
友
愛
』
六
三
号
、
昭
和
一
一
十
八
・
四
・

清
人
、
阿
部
静
枝
ほ
か
）

「
故
郷
は
（
第
十
回
）
」
同
右
三
三
’
三
九
頁

二

八

頁

二
四
’
三
○
蘆

三
四
’
四
○
頁

．
「
映
画
と
リ
ア
リ
ズ
ム
ー
‐
市
井
の
一
観
客
と
し
て
１
Ｊ
宣
言
館
芸
術
』
二
巻
五

号
（
朝
日
新
聞
大
阪
厚
生
文
化
事
業
団
）
、
昭
和
一
一
十
八
・
五
・
五
二
五
頁

。
「
民
衆
と
共
に
生
き
た
芸
術
家
⑤
人
生
の
悲
喜
を
う
た
う
俳
人
一
茶
」

『
友
愛
』
七
一
号
昭
和
二
十
八
・
十
二
・
’
’
○
’
’
三
頁

．
「
読
後
評
」
『
友
愛
』
七
五
号
、
昭
和
二
十
九
・
四
・
一
九
三
頁

．
「
選
後
評
」
『
友
愛
』
七
六
号
、
昭
和
一
一
十
九
・
五
・
一
九
二
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
七
七
号
、
昭
和
二
十
九
・
六
・
一
九
一
頁

．
「
選
の
言
葉
」
『
友
愛
』
七
八
号
、
昭
和
二
十
九
・
七
・
一
九
一
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
七
九
号
昭
和
二
十
九
・
八
・
’
九
○
’

九
一
頁

．
「
近
江
商
人
考
Ｉ
上
ｌ
」
『
友
愛
』
八
○
号
、
昭
和
二
十
九
・
九
・
一

三
四
’
三
七
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
同
右
九
三
頁

。
「
近
江
商
人
考
ｌ
中
－
」
『
友
愛
』
八
一
号
（
全
繊
同
盟
教
宣
部
友
愛
係
）
、

昭
和
二
十
九
千
・
一
四
Ｃ
ｌ
四
三
頁

。
「
近
江
商
人
考
Ｉ
下
ｌ
」
『
友
愛
』
八
二
号
、
昭
和
二
十
九
・
十
一
・

．
「
選
者
の
言
葉
」
同
右
九
一
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
四
号
、
昭
和
三
十
・
｜
・
’
七
九
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
三
号
、
昭
和
二
十
九
・
十
二
・
一
七
九
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
五
号
、
昭
和
三
十
・
二
・
一
七
七
頁

四
二
’
四
五
頁
筌
驫
六
巻
／
抄
録
『
日
本
随
筆
紀
行
焔
』
〉

「
選
者
の
言
葉
」
同
右
九
一
頁

七
一



十
二
・
四
七
面
一
二
版

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
六
号
、
昭
和
三
十
一
・
一
・
’

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
七
号
、
昭
和
三
十
一
・
二
・
’

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
九
号
、
昭
和
一
一
一
十
一
・
四
・
’

．
「
短
編
小
説
選
後
評
」
『
友
愛
』
一
○
○
号
、
昭
和
三
十
一

三
六
’
三
七
蘆

。
「
選
者
の
言
葉
」
同
右
一
一
五
頁

●■●●■ ■ ■■

．
「
作
品
の
作
り
方
』
同
右
七
六
’
七
九
寳

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
○
号
、
昭
和
三
十
・
七
・
’
八
一
頁

『
小
説
の
書
き
方
」
『
友
愛
』
九
一
号
昭
和
三
十
・
八
・
一
八
二
’

八
五
頁

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
二
号
、
昭
和
一
一
一
十
・
九
・
’
八
一
頁

「
職
場
文
芸
に
つ
い
て
」
『
友
愛
』
九
一
一
一
号
、
昭
和
三
十
・
十
・
’
一
八

’
一
二
頁

『
億
編
小
説
選
後
評
」
同
右
三
二
’
三
三
實

「
選
者
の
言
葉
」
同
右
八
九
頁

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
四
号
、
昭
和
三
十
・
十
一
・
一
八
五
頁

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
九
五
号
、
昭
和
三
十
・
十
二
・
’
八
七
頁

「
緑
の
船
と
赤
い
ネ
ク
タ
イ
」

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
九
号
、

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
八
号
、

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
七
号
、

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
八
六
号
、

『
外
村
繁
書
誌
稿
』
補
遺
（
二

四
号
、
昭
和
三
十
・
十
一
・
一
八
五
頁

五
号
、
昭
和
三
十
・
十
二
・
一
八
七
頁

『
朝
日
新
聞
』
二
五
○
八
五
号
、
昭
和
三
十
・

昭
和
三
十
・
四
二
八
一
頁

昭
和
三
十
・
五
・
一
八
一
頁

昭
和
三
十
・
六
・
’
八
三
頁

昭
和
三
十
・
三
・
一
七
五
頁五八八八

・七七三

一頁頁頁

一
一
三
号
、
昭
和
三
十
二
・
六
・
’
二
四
’
二
五
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
同
右
一
二
五
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
’
’
五
号
、
昭
和
三
十
一
一
・
八
・
一
九
一
頁

。
「
愛
と
死
と
そ
の
運
命
」
『
友
愛
』
一
一
六
号
、
昭
和
三
十
二
・
九
・
’

九
六
ｌ
ｌ
ｏ
三
蘆
（
三
十
二
・
七
脱
稿
）
ｓ

。
「
選
者
の
一
一
一
一
口
葉
」
『
友
愛
』
一
一
○
号
、
昭
和
三
十
二
・
十
・
一
一
○
三
頁

．
「
蔵
王
東
麓
の
青
根
・
峨
々
」
『
旅
』
一
一
一
一
巻
一
一
号
、
昭
和
三
十
一
一
・

十
一
・
’
三
四
’
三
五
頁

。
「
選
後
評
」
『
友
愛
』
’
一
八
号
、
昭
和
三
十
二
・
十
一
・
一
一
一
四

Ｐ

二
・
十
二
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
一
○
一
号
、
昭
和
三
十
一
・
六
・
一
八
三
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
一
○
二
号
、
昭
和
三
十
一
・
七
・
一
八
七
頁

。
「
序
」
『
あ
な
た
買
い
ま
す
』
（
小
野
稔
）
一
一
一
笠
書
房
、
昭
和
三
十
一
・
七

・
十
五
三
’
五
頁
（
同
年
六
月
脱
稿
）

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
一
○
四
号
、
昭
和
三
十
一
・
九
・
一
九
一
頁

．
「
短
編
小
説
選
後
評
自
分
だ
け
の
た
だ
一
つ
の
も
の
を
Ｉ
」
『
友
愛
』

’
○
六
号
昭
和
三
十
一
・
十
一
二
三
八
’
三
九
頁

当
『
掌
編
小
説
」
選
後
評
」
鬮
右
一
二
○
’
’
二
一
貢

．
「
選
評
」
『
友
愛
』
一
○
七
号
、
昭
和
三
十
一
・
十
二
・
’
’
○
一
頁

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』

「
短
編
小
説
選
後
評

「
作
家
と
批
評
」
『
辺
境
文
学
』

自
分
の
心
を
鏡
に
映
し
た
作
品
を
」

’
○
号
、
昭
和
三
十
二
・
三
・

’
二
号
、
昭
和
三
十
二
・
五
・

四
号
（
辺
境
文
学
会
）
、
昭
和
三
十
二
・

’
○
五
頁

一
○
二
頁

『
友
愛
』

一
一
四

七
三



’
’
’
五
頁

．
「
選
評
」
『
友
愛
』
’
’
九
号
、
昭
和
一
一
一
十
二
。
十
二
・
’
五
一
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
同
右
九
九
頁

．
「
評
」
『
友
愛
』
一
二
○
号
、
昭
和
三
十
三
・
一
・
一
九
○
’
’
九
一
頁

．
「
選
評
」
『
友
愛
』
一
一
一
一
号
、
昭
和
三
十
一
一
一
・
一
一
・
一
一
○
○
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
一
二
三
号
、
昭
和
三
十
三
・
四
・
一
一
○
｜
頁

。
「
選
後
評
」
『
友
愛
』
一
二
五
号
、
昭
和
三
十
一
一
一
・
六
・
一
九
九
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
’
二
八
号
、
昭
和
三
十
三
・
九
・
一
九
一
頁

．
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
一
三
二
号
、
昭
和
三
十
四
・
一
・
’
九
七
頁

．
「
選
評
」
『
友
愛
』
’
三
一
一
一
号
、
昭
和
一
一
一
十
四
・
二
・
’
九
七
頁

・
題
な
し
『
業
平
系
図
』
（
中
谷
孝
雄
）
帯
河
出
書
一
房
新
社
、
昭
和
三
十
四

・
二
・
二
十
五

．
「
選
者
の
こ
と
ば
」
『
友
愛
』
一
三
四
号
、
昭
和
三
十
四
・
三
。
一
九
七
頁

。
「
選
評
」
『
友
愛
』
’
三
五
号
、
昭
和
三
十
四
・
四
・
一
八
五
頁

。
「
新
人
の
登
場
を
期
待
何
れ
に
し
て
も
作
品
が
少
な
い
選
者
の
言
葉
」

『
友
愛
』
’
三
七
号
昭
和
三
十
四
六
・
’
五
六
’
五
七
頁

．
「
愛
と
死
を
凝
視
す
る
田
宮
虎
彦
署
『
黄
山
瀬
』
」
『
友
愛
』
一
三
九
号
、

昭
和
三
十
四
八
・
一
七
二
－
七
三
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
’
四
○
号
、
昭
和
三
十
四
・
九
・
一
九
七
頁

．
「
選
後
評
」
『
友
愛
』
一
四
一
号
、
昭
和
三
十
四
・
十
・
一
一
○
○
頁

．
「
美
し
い
詩
情
真
尾
悦
子
署
『
た
っ
た
二
人
の
工
場
か
ら
』
『
友
愛
』

一
四
一
一
一
号
、
昭
和
三
十
四
・
十
二
・
一
七
三
頁

。
「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』
一
四
四
号
、
昭
和
三
十
五
・
一
・
一
九
九
頁

○
著
述
年
表
再
録
（
単
行
本
を
除
く
）

．
「
愛
国
心
」
『
群
像
』
’
六
巻
一
号
、
昭
和
三
十
六
・
｜
・
一
表
紙
裏

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
万
年
筆
」
広
告
頁
（
「
阿
佐
ヶ
谷
日
記
（
ｕ
ご
『
化
学
時

評
』
昭
和
三
十
五
・
十
一
初
出
）

．
「
再
び
『
日
照
雨
』
に
つ
い
て
」
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
第
四
巻
月
報

塑
」
臨
川
書
店
平
成
十
二
・
｜
・
十
七
’
八
蘆
（
抄
録
『
文
篝
日

本
』
昭
和
二
十
八
・
一
初
出
）

○
追
記
『
外
村
繁
書
誌
稿
』
訂
正
・
追
加

・
妬
頁
一
○
行
放
送
随
筆
カ
ヴ
ァ
ー
↓
カ
ヴ
ァ
帯

・
珊
頁
一
五
行
随
筆
春
秋
カ
ヴ
ァ
未
見
＊
－
↓
カ
ヴ
ァ

＊
表
記
の
訂
正

■
●①

二
系
引
ｎ
頁

昭
和
三
十
五
・
十
二
・
一

「
選
者
の
言
葉
」
『
友
愛
』

’
九
一
蘆

「
選
者
の
一
一
一
一
巨
葉
」
『
友
愛
』
一
四
八
号
、
昭
和
三
十
五
・
五
・
一
八
○

’
八
一
頁

「
選
評
」
『
友
愛
』
一
五
一
号
、
昭
和
三
十
五
・
八
・
一
八
七
頁

「
職
場
文
学
の
方
向
Ｉ
応
募
小
説
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
〈
対
談
〉
」
『
友
愛
」
五
五
号
、

蛆
頁
一
三
行
ふ
る
さ
と
文
学
館
函
１
１
函
帯

血
頁
下
段
八
行
『
中
外
日
報
』
号
不
詳
ｌ
↓
一
九
八
一
三
号

「
白
い
鳥
」
に
つ
い
て
１
９
，
“
（
遣
加
）

三
六
’
四
五
頁
（
平
林
た
い
子
ほ
か
）

’
六
三
号
、
昭
和
三
十
六
・
八
・
一
九
○

七
四



好
子
「
跳
ん
で
る
娘
」
（
昭
和
三
十
八
～
三
十
九
）
等
が
み
ら
れ
た
。

菊
田
一
夫
「
こ
の
道
に
花
咲
く
」
（
昭
和
二
十
五
・
六
～
十
二
）
、
平
林
た
い

子
「
白
い
花
」
（
昭
和
二
十
七
・
一
～
五
）
、
福
田
清
人
「
愛
の
草
笛
」
（
昭
和

二
十
七
。
六
～
二
十
八
・
三
）
、
円
地
文
子
「
太
陽
に
向
っ
（
い
）
て
」
（
昭

和
一
一
一
十
・
十
二
～
三
十
一
・
十
）
、
中
村
人
朗
「
青
い
実
の
熟
す
時
」
（
昭
和

三
十
四
・
六
～
一
一
一
十
六
・
五
）
、
中
里
恒
子
「
花
炎
」
（
昭
和
一
一
一
十
七
）
、
芝
木

後
の
昭
和
四
十
年
ま
で
を
調
査
年
限
と
し
た
。

『
冒
日
』
）
誌
碇

載
さ
れ
て
い
た
。

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
と
み
ら
れ
る
の
で
、

局
所
蔵
の
全
繊
同
盟

『
冒
日
』
）
誌
に
は
、

ｏ
補
記
他
の

「
は
じ
め
に
」

●●●

１４２１２０７７

頁頁頁
下下一
段段四
二一行
、八
三行一
行Ｓ

●●●●

７４６８５９５２

頁頁頁頁
一一一六

行行行行

連
載
小
説
に
は
、
伊
藤
永
之
介
「
明
け
ゆ
く
処
女
地
」
（
昭
和
二
十
六
）
、

他
の
文
学
者
の
『
友
愛
』
収
敏
文
に
つ
い
て

『
外
村
繁
書
誌
稿
』
補
遺
二
）

「
過
去
」

「
十
号
」

「
十
巻
」

「
二
十

所
蔵
は
同
広
報
局
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

で
先
述
し
た
協
力
者
の
う
ち
、

外
村
繁
以
外
の
作
家
詩
人
に
よ
る
文
章
類
も
多
く
収

た
だ
し
発
刊
年
の
昭
和
二
十
一

（
現
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
）
中
央
機
関
誌
『
友
愛
』
（
現

ｌ
「
過
古
」

’
二
○
号
」

’
二
○
巻
」

」
ｌ
「
二
十
ｓ
」

（
全
」
ｌ
「
ｓ
〈
全
」

「
誌
紙
名
」
ｌ
「
誌
紙
」

「
「
日
本
ｌ
弱
葬
」
」
ｌ
『
日
本
Ｉ
妬
葬
』
」

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
教
育
広
報

主
な
も
の
を
以
下
に

一
年
か
ら
、
外
村
繁
没

多
く
が
こ
れ

方
を
外
村
繁
の
妻
で
あ
っ
た
金
子
貞
子

官
）
、

い
た
。

ぱ
な
し
」
（
八
一
号
、
昭
和
二
十
九

田
義
人
に
も
連
載
が
あ
る
。
こ
の
他
、
青
野
季
吉
、
中
谷
孝
雄
、
鑓
田
研
一
、

十
返
肇
、
串
田
孫
一
、
神
保
光
太
郎
、
吉
行
淳
之
介
、
奥
野
健
男
、
市
川
房

枝
、
赤
松
常
子
、
・
堀
秀
彦
、
徳
川
夢
声
、
坪
田
譲
治
も
評
論
や
随
想
、
書
評

を
寄
稿
し
て
い
る
。
詩
で
は
大
木
惇
夫
「
沈
丁
花
」
（
七
四
号
、
昭
和
二
十

九
・
三
）
等
が
あ
る
。

対
談
・
座
談
会
に
は
花
森
安
治
、
賀
川
豊
彦
、
平
林
た
い
子
、
武
者
小
路

実
篇
、
木
俣
修
、
亀
井
勝
一
郎
な
ど
も
参
加
し
て
い
た
。
な
お
江
戸
川
乱
歩
、

白
井
喬
二
、
森
至
、
福
田
清
人
に
よ
る
座
談
会
「
読
書
の
た
め
の
文
壇
楽
屋

巻
頭
随
想
、
浅
見
淵
の
東
西
名
作
紹
介
等
が
長
期
間
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

た
阿
部
静
枝
、
山
本
健
吉
、
福
田
清
人
、
佐
古
純
一
郎
、
亀
井
勝
一
郎
、

短
編
小
説
で
は
、
上
林
暁
「
お
花
見
」
（
一
一
一
八
号
、
昭
和
二
十
六
・
三
）
、

円
地
文
子
「
南
の
ゆ
め
」
（
九
一
号
、
昭
和
三
十
・
八
）
、
梅
崎
春
生
「
奥

さ
ん
、
お
茶
を
も
う
一
杯
」
（
九
二
号
、
昭
和
三
十
・
九
）
、
津
村
節
子
「
明

日
の
歌
」
（
’
六
四
号
、
昭
和
三
十
六
・
九
）
、
瀬
戸
内
晴
美
「
青
春
の
押

花
」
（
一
六
五
号
、
昭
和
三
十
六
・
十
）
が
注
目
さ
れ
る
。

評
論
随
想
の
連
載
に
は
、
遠
藤
周
作
「
恋
愛
心
理
の
分
析
」
（
昭
和
三
十

二
・
五
～
＋
）
の
ほ
か
、
古
谷
綱
武
の
女
性
論
や
随
想
、
武
者
小
路
実
篤
の

読
者
文
芸
欄
の
選
者
に
は
、

詩
を
壷
田
花
子
、
短
歌
を
木
俣
修
、

土
門
拳
も
写
真
応
募
の
選
者
で
あ
っ
た
。

（
と
の
む
ら
。
あ
き
ら

創
作
欄
の
外
村
繁
の
ほ
か
に
は
、

．
＋
）
は
同
誌
で
は
異
色
の
企
画
で
あ
る
。

（
当
時
文
部
省
社
会
教
育
課
事
務

俳
句
を
中
村
汀
女
が
担
当
し
て

大
阪
産
業
大
学
非
常
勤
講
師
）

生
活
綴
り

七
五
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